
HAT― 」 北海道支部だよ
日本ヒマラヤン・アドベシャー・トラスト

第  2 号 1997年 12月 20日
シレト
,,■ ■4■

親 山 偏駆颯2∞Pよ り)

日樹 隣れ牙l」ALuは 、海中から槍の穂先
が天を突くように飛び出し、1721mの高さの

山頂岩峰を中心に四本の主陵線を形成する。
とりわけ南陵の登山人気は高く、1“mから見
■lする利尻山 (南峰〉は、ローソク岩や大槍

そして南峰バットレスと南峰のピークが■望
できる。

厳婆≪オlnlま 、あたかも日本の山とは思え
ぬ程に変貌し外国の山陵とひけをとらない。
この美しさに魅了され多くの登山者が、言葉

で言いつくせぬ感動をおぼえる。

額 と文  カ ー十サ気  岸

百名山としても秀峰の名に恥じない山であ

り、ひと昔前までは海外登山を目指す多くの

岳人が登撃技術aL」デの場として、禾幌 山

に登り海外に旅立っていった。

私のこの中に、神聖な山城で自分だけの聖

地と呼べると

'u素
幌 山 頂々を望めるこの

地点をま婢 にみする。

またいつの日か、このかけ替えのない聖地

を訪ねたとき、変わらないで迎えてくれるに

は、HAT― 」の輪を更に大きく発展させ、

自らが行動を起こすことである。
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第 1回りんご植樹ツアーに参加して

増 子 軒

平成 鮮認月5～ 16日 、本部主催によるA、

Bの 2コースに分かれたネパールリんご植樹
ツアーが企画されました。私はAコースに参

加しました。第 1回ツアーですが、昨年福島

の方が中心となり50本の苗木が植樹されて、

今回翔 回目となります。

関西空港より、が マンズヘ。カトマンズ

0まHAT―」会員でこのりんごブロジェク

トの日本とネパールの間をとりもっ―
c卜 さっ

ている、カトマンズ在住の大河原由起子さん

に出迎えていただき、その後も私達を案内、

同行して下さる。思い力ヽカデルクラに積雪が

あり出発が 1日遅れるが、ヘリカシレクラに到

着し外に出ると思わずキレイ・……!素朴な村

の貯まいと山脈そして白銀の世界、村の子供

達まソリや竹を半分にした様な物を足に付け

滑っている。イヨイヨ憧れのネパーノИ騎多ヽ

私は来てしまったのだ。植樹予定地、チョプ

ルンに着くとどこで聞き付けたのか、苗木を

もらおうとする村人達が大勢集まって来た。

当初は各班に分かれて村人宅を訪れ、昨年の

苗木の生育状況と、新しい苗木の植え付けが

行われる予定であったが、行程が 1日遅れた

事と、積雪のため断念し集まった人達に植え

方を指導し苗木を配る事にした。苗木を渡し

た人には名前を書いたカードを提出してもら

い、誰の所に何本渡った力編録 される。翌日

は残りの苗木をチョプルン村長さん宅の火貯 、ヽ

皆で記念の植樹をし、トレッキングヘと出発。

途中りんごの苗木が新しく植えられた畑を見

たり、村人達に声をこけながら進み、クスム

チャハンでA、 B班別行動となり、日本での

再会を約束して別れる。

エベレスト街道トレッキングの始まりです。

雪の積もった道を進むとゴミがチラホラ、私

た   .

はいつもの習慣で拾いながら歩く。すると、

「ここはきりがないんでうよ」との言葉。

「今日は雪が降ったため目立たないのです。

雪がなくなると、下からは拾いきれなtヽまど

のゴミが出てくるんですよ。」それでも日に

ついた物は拾いロッヂで焼却してもらう。ラ

ーメンの袋がよく落ちている。どうしてラー

メンの袋が落ちているのが¬思議だったので

尋ねると乾燥したまま歩きながら食べそのま

ま袋は捨てるのだと言う。日本では、ラーメ

ンはお湯で柔らかくして食べるものと思って

いたので驚きである。又、飴、菓子の袋も多

く、こういったゴミは現地の人達がゴミを拾

う習慣がないため外国ノ、力■える菓子などの

袋を中身を食べるとその場で捨てるのだそう

だ。実際出会った子供達にお菓子をあげると

私の目の前で捨ててしまった。捨ててはしヽす

ないと教え拾わせる。しかしその後どうなる

のか … 。

ゴミを持ち込んでいるのは我 州々コ人なの
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である。それを実感した時、やりきれない気

持でいっぱいになりました。SPCC(Sa―
garmatha Pollution Control Collnittee:サカ

゛

渭―夕環境汚染管理委員会の略)が育てている

松の苗床や野菜畑も見学。松の緑の若芽が育
っていました。又、ルクラの町角にはゴミを

捨てるドラム缶が設置されていて、HAT―
」で建設された焼却炉で処分されていました。

この美しい山が、村がいつまでもこのままで

あってほしい。私達がりんごを植える事によ

って村の人々に少しでも潤う事と工ベレスト

街道から少しでもゴミをなくす事が出来れぎ

と願わずにいられません。

りんごが実を付けるには十年近くかかると

の事ですが、私達力淮えたりんごが実を付け

た時又、ネパールを訪ねたいと思います。

「

″″″″″コ

:鶴船》 NAP― 」

HAT― 」の事業の一つとして取組んで

きた、ネパールヘのりんご固鮮鶏訪 、ヾ組

織を発展的に改組し新たにNAP一 」 0ッ

フ
゜
シ
゛
ェイ:NEPAL APPLE Project Conlllittee

of」apanの略)を発足させ、この機構の中

で従来やってきた管理運営、資金調達、現

地指導・監督、そして事務局の役割を分担

していくことになりました。

他には、これまで本事業に支援協力して

下った、ニッセイ緑の財団が組織のメンバ

ーとして正式に加わり、資金lal及び運営等

を分担します。その他、ツリー・フリー・

基金も資金面で支援することになっていま

す。またりんご栽培の技術面では、福島の

グループカ滋術指導の専門家派遣をサポー

トしてくれます。これが日本側の体制で、

ネパール側ではSPCC(Sttarmatha Pol

lution Control Committee)力淳務局とな

り、チャウリカルカVDC(Vi Hage∞ v

elo即ent Committee)での事業推進の役割

を受持ちます。

当日のH月 27日 には、ニッセイ緑の財団

から西、青山両氏、ネバールから大河原さ

んも出席され、佐藤仲一さんから現地協力

組織・りんご園運営など現状報告がされま

発足会に参加して
″″″″́″

ミ

した。今年10月 、木村太郎 、平山まりさん

の2人が今まで植えられた250本の苗木の生

育状況の調査を行い、 19■M朝底月に育っ

ているとの報告がありました,また、去る

11月 17日 にはネバール固有地借用の契約調

印を無事終えたばか
`)の

田部キさえより、

調印式の報告がされました (現地紙 "THE

KATⅢANDE POST"が大きく写真フ、りで掲載

される)。 北海道からこのツアーに神幌の

高木さんが参加されました ,ご苦芳きまで

した。来年2月 の植樹ツマ_の時に1ま 、250

本値樹予定となっております .

アップ)喋金、植樹ツアー参加に皆さん

のご協力をお願い致します  (増子記)

し′″ ′_′ ″ ′_′″ ´́レ ″ ―́ ′″ ′― ′‐″″ ―́ ″́ ′― ″́ ″ レ́ ″ ´́ レ́ ″・́ レ ″ ′― ″́ ―́ ′″ ―́ ′″ ′″ ′― ″ ′― ′″ ′― ″́ ′″
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パプアニューギニア・最高点ウイルヘルム山
(4508m)

真 嶋   花 子

日本から南へ 5,000km、 南大平洋諸島ニュ

ーギニア島は、中央に高い山岳地帯があり、

山あり海あり川ありの変化に富んでる地形。

東部に位置する、中央山脈はウイルヘルム山

を最高峰とするビスマルク山脈から、オーウ

ェン・サタンレー山脈と連なり、 4000mの高

峰が連なる大山脈です。地上最後の楽園とも

呼ぎれるこの国の最高峰に登ろうと9月 13日 、
ニューギニア国営航空機で関西空港から飛び

たった。メンバーは、男鬱 人、女性8名 、計

10名 (7名がHAT―」の会員)。 一昨年か

ら飛ぶようになった週■便の直行便にはわず

力50名ほどの乗客しかいない。これじゃ赤字

だな一など余計なこと考えていると 6時間ほ

どで人□40万人の首都ポートモレスピーに着

く。機中泊の寝不足で降り立った空港には、

早朝にもかかわらず沢山の人がいる。1545年

に来航したスペイン人が、住民がアフリカの

ギニア沿岸の黒人に酷似していることから

「ニューギニア」と名づけられたと言うが、

その容姿、色鮮やかな衣服といい、私はアフ

リカに来たような錯覚に陥る。空港近くの高

級ホテリt/0プールサイドで朝食と休息をとり、

国内線に乗り換え、一時間ほどでゴロカヘ。

乾いた大地の中に小さなローカル空港はあっ

た。さらにここから、小型バスに乗り換えて

登山基地のケグルスグル (2599m)へ c乾期と

異常気象で5カ月も雨が降らない道をバスは、

埃をあげて走る。畑や野原の草も枯れていた

が、ここは南国、野生のポインセチアは赤く、

紫のブーゲンビリアは数メートルの大木、高

貴な匂いをはなすジャカランタそして優しい

花びらの合歓木など 4時間のドライブは飽き

ることなく楽しませてくれた。登山者はほと

[山頂をバⅢクにコ

んど,自まるとてヽう'ス トハウスに着いたのは

夕方だった,■ スト'ヽ
■スのまわりは、焼火田

で開かれた畑に、■,一やスバティフィラム

と一緒にフロ ニ ーニニ::レ などの野菜

力漕 てr,11て  ~=

1月 1「 1  ‐「   こ= 
‐ ホー

'一
と合

流し登|」詢li ■ ,■ ‐17ん r)湿原1ナの

道を 5時FL:[「 ■
~■

tI.ヽ イ十‐アルツ

リーr)て しじ」三 III二  ′|チtの花こヾらの

〕キ|十 ■なLII■ lFⅢ等i策ルートのような

登山道|ま高度か1,13ヒ ほ達木帯となり木陰

がな くな(,11t与 1■患もままならない。そ

うここ1ま 、―■「
J■111217′ )熱帯雨林気候だ

‐た ゴ:き ,1‐ ■11■ .(,地元のプ0まおい
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しそうに水を飲む。羨ましい

力池たち外国人には飲むこと

ができない。昨日登った英国

ノ、の登山者が降りて来て「ウ

イル́ 、ルムが火事で火は消え

たが煙りでなにも見えなし」

と興奮して言う。しかし登山

道は大丈夫なので登れるとの

こと。不安と暑さの中、登り

つづけると今日の目的地のピ

ウンデ湖から流れでる白糸の

滝が見えた。この滝の上の湖

畔にある山小屋 (3560m)力治

夜の宿である。小屋の周囲に

は山火事消化のために登って

来た男女そして子供たち力汰

勢。顔は泥で黄色や灰色に塗

り、頭には野の花をさして大変おしゃれで

ある。村のお祭のような雰囲気である。テン

トのほう力漱蠅かなと思ってしまう刀渥 にシ

ートを敷き数時間の仮眠。しかし、外では寝

袋なしのガイドたち一晩中焚き火をしながら

騒いでいる.

9月 16日 (午前1時出発。この山は陽力澄 る

と暑いので御来光を頂上で迎えるとガイドは

言う`ヘ ッドランプの明かりを頼りにジャン

グルの中を登る。一時間程で上の湖アウンデ

湖である。ここから稜線に出る。急斜面の草
つきを過ぎると岩稜をさらけ出した斜面に明

瞭な登山道力滞К 。昨日までの山火事で草は

阜,黒になり焦,ず臭い。 6時10分雲海の間か

ら二の出を迎える.昼夜の寒暖の差力汰 きく

気温|まかなり低い。ガイドたちが焚き火をし

て暖をとっている。間もなく本峰の頂陵部岸

上r)基部にぶつかる.そこを回り込むとポー

'し

に錆びた鉄板をく〈り付けたピークが見え

る:lF■直下の岩場を登り、8時40分頂上着 c

全晨1登頂 _快晴。まわりの 4000mの山々の眺

望に感激て一時間程登頂の感激を皆で味わう。

11」 ,て r〕 4500m登頂に高山病でむくんだ顔に

E■「 にて 道支部の坪原さんとコ

涙する人もいた。すっかり陽力塙 くなって帰

路はTシ ャツー枚でも暑く、皆無口になる。

ダウンジャケットを着て登つた時が信じられ

ない。

おわりに、まだ海外からの登山者も少なく

山にはほとんどゴミはありませんでした。し

かしJ渥ままわりに登山者の捨てたゴミの山

そしてひとつあるトイレは、快適といえずト

イレ周辺は紙が散らばり登山道からはずれる

と大便もあちこちに。暖をとるためや、炊事

に使われる焚き火。これは、数年前のネパー

ルと似てる。最後の楽園は手軽に登れる山も

ら、〈め魅力‐杯。いつまでも楽園であってほ

しいと願うのは外国人のエゴでしょうか。



“第6回国際交流青少年環境体験登山"が

8月 20日 ～27日 に開窪されました。尾瀬コー

スに、地幌から福沢益子さん、4督妙子さん、

高木百合子さん、そして私の4人が参加しま

した。22日 の夜は、尾瀬沼のほとりに建つ長

蔵小屋でコンサー トがありました。歌と語り、

フルートとピアノの演奏は、周りの静かな環

境に解けこみ、聞いている人の.いを和ませて

くれました。23日 は、午前中は湿原を中心に

自然観察会がありました。新聞の募集で集ま

った青少年の中に、富良野から来た高校生が

参加しており、北海道の子の心意気を感じ、

嬉しく思いました。午後は、尾瀬国際フォー

ラムが開かれ、エドモント・ヒラリー卿の基

調講17~「高校生へのメソセイージ」と、パネ

ルディスカッション「山岳環境の実状と対策

…大切な山を守るためにJがありました。78

才のヒラリー卿の環境問題や青少年に対して

のメ ′ヽセージを聞いて、私達自身も、これか

ら何をすべきかを考えさせられました。そし

てllヶ 国の青少年が 、楽しそうに話している

姿に接し、自然を愛する心は、ノ、種を越えた

に彦ヽカ
泰

共通のものだと改めて感じました。

私ヨ ま、20日 にオu幌を立ち、21日 、会津駒

ヶ岳に登りました。檜枝岐村で泊まった民宿

では、夕食にサンショウウオの姿焼が出てび

っくりしました。尾瀬フォーラムが終わった

後は、撻ヶ岳と至仏山に登り尾瀬ヶ原を歩き

ました。 8月 下旬ということもあり、人が少

なく、尾瀬の良さを十分に味わうことができ

ました。

今回の旅は、国際交流会と尾瀬の自然とを

楽しむこと力で き、有意義なものとなりまし

た。

「青少年尾瀬国際フォーラム」 日して
¨

8月 21日 、 羽田経由で櫓枝岐村に入る。ミ

ョウカの茂る、日道治いの家々の苗字は、星、

平野 、橘、清水、安達しかみあたらず 、又と

の家の敷地にも、お墓が有ろ ,

8月 22日 、朝4時50分 、会津駒・ 岳へ向かう (

国道を横切るとす くに、大きな葉でここでは

山ノ、傘 (ヤモードカ
・1)と呼1漁 1る 、ラワン蕗に

似た群落に出合う。駒の」ヽ屋に向かう途中の

湿原で初めて見るキンコウカが、辺りを黄色

に集めていた、頂上に立ち、桧の大木の標識

(写真)は25mも 力る .山頂から望む隧ヶ岳

の天を突 (高さに1ま [[=!さ れる`下山後はバ

/」 ゞケ  %唇 壬

スで沼山峠へ、ここからは木道を歩いて湿原

に入る。深紫のリンドウが目に止まる。

昔の校舎を思わせる木造の長蔵小屋では、

一人畳‐枚の8ノ、の相部屋となる。

午郷 時半コンサートと詩の朗読が始まる。

『伝えてくれ tヽとしtヽ妻に 俺が 帰ら

なくても 生きて ゆけ と'… 』

心を打つ朗読に麟 つ`まる。

8月 23日 、朝、 談話室でタベ朗読された新

井さんに逢う。美しい彼女には山歩き姿力湖

像しがたく、つい「ここまで、歩いて来たの

ですか」と聞いてしまう 「もちろんですよ。

初めての尾瀬

― (, ―



弩 良い思いをしたのはピアノです。ヘリコ

プターで来ましたから。」尾瀬ヶ原には先ノ、

の努力による、観光道路はないのである。

尾瀬ビジターセンターで公園管理者から、

木道1詞ヒアメリカのカラマツ材を輸入、国立

公園の基本はリゾートだから、ゴミ、トイレ、

湿原への踏み込みな日問題はあるが、多くの

人に尾瀬の素晴らしさを提供し、併せて自然

の保護対策を考えて行く話がある。その後自

然観察で若いレンジャーが 、「森のいい匂い

は、樹液の匂いで‐種のハーブです。森を歩

くと体も心もリフレッシュ出来るのです 。森

の好きなものそれは、水と太陽です。夕べ雨

が降り、今朝陽が当たっています。ベストの

状態の森を歩けて幸せです。」と話す 。

フォーラムでは、長蔵小屋の主である平野

紀子さんが歴史的経過について話され 、尾瀬

に対する理解を深める。富良野高校山岳部か

ら参加した高畑くんは、ボッカさんに逢えた

ことが印象に残っていると話をしていた。環

均〒の方からは、尾瀬のピーク時には1日 2万

人もの人が入り、東京銀座のようで25件ある

山小屋には年間10万人が宿泊する。集中する

週末は値段を高くし、少しでも平日′ヽ分散さ

せている。トイレの最大の問題である浄化槽

の整備にも現在取り組んでいるとの話がある (

8月 24日 、朝6時 、二泊した長蔵/j渥を後に

して、隧ヶ岳へ向かう。まだ穂先に花力法 っ

ているヤナギランの咲く丘 、ここ力平野長蔵

氏を初めとする一族の眠る墓に立ち寄る 湿

原を何度も振り返りながら高度を上げて1=(

狭い頂上に着くと、別のルー トから登って来

たノ、達で温れていた。会津駒 、男体山 、答拝

山が見渡せる。真っ赤な実のハリブキの群落

を見ながら尾瀬ヶ原へと下る.浮き島や池糖

を埋めているヒツジグサを見ながら、やさL

い風の中を歩く。

8月 25日 、朝5時10分 、至仏山へと向か た́

荒廃した登山道は今年 8月 に再開し、山のこ:

から登れるようになる.真新してヽ
'【

r)|ぎ卜 :

蛇紋岩の頂上近くまで続く。途中イブキジャ

コウソウやタカネナデシヨに出合う。大きな

露岩は三点確保で這うように登る。頂上に立

つ四角い磨かれた石の標識から、至仏の名前

ように墓石に見えてしまうが、この山とは仏

教的な謂われはない。快晴の頂上からは 360

度の展望 、下りも蛇紋岩特有の緑がかったつ

るつる滑りそうかな石がゴロゴロする道を慎

重に下る。やがて砂礫の台地に出て、ようや

く足元を気にせずに景色に目を移す。その時 、

不党にも顕き眉尻に 1セ ンチの傷を負ってし

まい、同行の三人に敏速に処置をして頂き、

貴重な水でその場もされいに洗い流して頂き
|十 一ダー初め皆さんにいから感謝している。

自分の足で小至仏山を経て鳩待峠まで歩けた

の ま不幸■の幸tヽだった .帰途一時貧血のた

め11刀力寸友けたように眠かったて

初めて行った尾瀬と憧れの本州の山々で
~夏

の思い出」の歌を回ずさみながら何故か

やさしい風と美しい自然ばかりに思いが巡り

安らかな気分になれる。あオ助 ら` 3ヶ 月、傷

も癒えた。広い広い尾瀬も今はすべて力瀞寂

の中にあるだろう。草紅葉も雪の下かも気れ

なtヽ いつの日か又春に訪ねてみたいと思い

(ま5しせる



コロラドj i ily_戦保護について

中 内  律 恵 子

先日、HAT― Jから届い

たニュースの中で、尾瀬の日午

争の入山者数力部5万ノ、という

こ諄 を読んで、ふと 2年前に

訪れたグラ)ドキ |・ ニオンを

思い出していた。私がカヤ :′

クで下ったコロラト川は、年

間1ラ5千人だったからである。

私は、10数年まえからカヤ

ックに乗りはじめ、いつか地

質学の博物館といわれるグラ

ンドキャニォンを蛇のように

ぬうコロラド川を下ってみた

いと思っていた。技術も気詩

ちも熟したころ、カヤックの

講習を受けたことのあるアメ

リカのアウトドアセンターが

ツァーを企画していることを知り、参加する
ことにした。

私が訪れたのは、 10月 中旬から2週間で、
380キロをキャンプをしながらパドリング (

舟を漕ぐこと)を し、途中ハイキングを楽し
むという計画だった。参加にあたって資料や
ガイドブックを読んでいるうちに、コロラド

川を下るには、いろいろな制約があることを
知った。

ツァーのほとんどが、営業権をもっている
ラフト会社が行っていて、もし個人的にコロ

ラド川を下ろうとすれば、申込をしてから何

年も待たなくてはならない。そして、人数制

限がされていて、ラフトやボート、カヤック

やカヌーを含め年間1ラ

"千
人の枠を設けてい

ること。さらに、リバーランナーが集中する

夏休みシーズンには、スタートする数を一日
150人に決めていた。

スター トする直前に、パークレンジャーが

ライフジャケットなど個人装備 、レスキュー

道具やキャンピングの共同装備のチェックを

行い、またツァーリーダーに必要な情報を提

供しているようだった。

コロラド川は、両岸力激百メートJL/0岸壁

で、一度スタートしてしまうと、途中地 卜と

アクセスできる箇所は一か所だけのため、チ

ェックは入念に行われた。

参加者23人に対しツァーリーダーが 3人 、

リバーガイドが 5名 、ガイドは共同鍵

加者の装備を運ぶラフト5艇を操作し、また

ハイキング時のリーダーであり、コックでも

あった。スタートしてみると、この日、川へ

出ていくのは私たちグループしかいないよう

だった。 2週間を通して十数艇のラフトやボ

ートに出会ったが 、キャンプ地で、ほかのパ

ーティといっしょになることは,度もなかっ
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た。当然キャンプ地は決められていて、リバ

ーカイドブックには収容可能なパーティの人

数が記載されている。

グランドキャニオン国市公園では、「とる

のは写真だけ、残すのは足跡だセカ カ綸臓 さ

れていると聞いていたので 、環境保護につい

ても私は大変関亡
"ヾ

あった。ゴミや焚火の灰

はもちろんのこと、自分たちの排泄物もラフ

トに積んで持ち帰る。アモウカンを利用して、

便座を上にのせて用を足す。
アモウカンは、もともと弾薬をいれるため

に鉄でできた長方体のぶ厚い箱で、大小いろ

いろのサイズがあり、アメリカのキャンプで

は防水用容器としてよく使われている。ちな
ユ:こ

「′J」 の方は、川辺で用を足すように言

われるtコロラド川のように非常にボリュー

ムのある川では、十分に薄められるというこ

とらしい。それに、アモウカンに液体が入れ

1ま 、容器は重くなり取扱いが大変になるし、

具いやガスを押さえるために使っている薬品

|二まって、脚 なヾくなってしまう。

0た料オ《ま、浄水器を使っているとはいって

も、川の水を使用していたので、最初は抵抗

1■ )っ たが、ツアー中、水のせいで体調を崩

すことはなかった。ゴミにつ

いても、固形物は全部アモウ

カンに入れて持ち帰ったが、

食器を洗ったときの洗剤や、

ほとんど残ることはなかった

力没べ物の残りは、ネットを

使って固形物を取り除き、川

に捨てていた。洗剤は、参加

者にも石けんを使用すること

が義務ずけられ、またコロラ

ドリ11に達する支流の 100メー

トル以内での使用は禁止され

ていた。

この他にも焚火は、まわり

の植物に影響を与えないよう

に足付きのトレイを使い、焚

火ができる期間も決まっていた。本当に、キ

ャンプサイトカ汚 されているということは全

くなく、壮大な大自然を仲間と共に心ゆくま

で味わうことができた。

これには、パークレインジャーやリバーガ

イトが中心となって、自然を利用する人達に

動 菫の大切さについて伝え、彼ら力津先

して活動していなければ現状を維持していく

ことは難しいと知った。そして、無制限に人

を入れないからこそ、この環境をいつまでも

快適に味わうことができるのではないか。誰

でもが富士山や尾瀬に登ることができて、誰

でも力決 しめるというのは、今だけのことを

考えると公平なのかもしれない。しかし、ま

すます自然畔寿

"剛
りして行くなかで、次

の世代に、私たち力落 じた自然のすばらしさ

を残すことができるのだろうかと疑間になっ

てくる。私が体験してきたことは、アメリカ

の国立公園の―部分で、アラスカでは違う方

法を取っていたし、この他の地域ではどのよ

うな方法を取っているかわからないので一概

には言えないが、少なくともきちんと先を見

据えて対策を取っていることはまちがいない

と感した。



山 の イ

中高年を中心とした登山ブームのあおりを

受けてなのだろう、山の動 嘲 であ

るという。百名山登頂や旅行業者力‐般募集

するツアー登山などは、私が山登りを始めた

ころにはなかった新種の登山形態で、女性が

多いのも特徴だ。だから人気のある山の汚染

が特にひどい傾向があるのは当然のことなの

だろう。

ここに道内の主な山岳の現状と対策を感じ

るままに報告してみよう。

C」尻山〉深田久弥著『日本百名山』のトッ

フt登場する山。関空から稚内への直行便が

飛んでから西日本からの登山者が目立つ。鴛
7Bコ ースの避難J握勃 8ヾ5合目に建ったが、

トイレがないので周囲のミヤマハンノキ林の

下は汚染だらけ。地元からは「入山規制を」

との声も出始めている。避難4渥に宿泊させ

ないことにカロえ、樹林限界下にトイレカヽまし

tと ころ。

従 山〉表大雪と十勝連峰の主な登山口に

1ま トイレがあるので、比較的クリーンである

が、問題はキャンプ指定地である。トイレの

ない裏旭岳と沼ノ原はロケーションからして

指定を解除すべきで、代りに沼ノ原登山口に

キ■ンブ地とトイレを望みたい。トムラウシ

山南沼と美瑛富士のキャンプ指定地に関して

|コリ案が浮力ヾぎぬが、トイレはあった方がよ

t 東・北大雪の山は日帰り登山力注体なの

で登山口にトイレがあれば汚染は随分防げる

と思う。ノ、気のニペソツ山にはトイレができ

て登山者に喜ぎれているので、他の山にも望
みたい。

〈夕張の 劇生登山者が多い夕張岳の登山

「 ]に トイレカ漣てられてから周囲の環境は見

i=え るように良くなった。ただし登山B寺間が

レ

麻

―

麹 岳興 C漣国M渥とトイレ

長い山なので石原平辺りにトイレがあっても

よさそうだ。

く日高山脈〉登山者が少ないが登山口にはト

イレカヽましい。ただアポイ岳は、例外で、登

山者数は他の山の比ではない。小中学生の遠

足登山、募集ツアー登山など数十人の団体登

山も珍しくない。 5合目にあったトイレカ激

去されてから付近の汚染が目立つ。是非復活

を。

③嘔← 知床 。道東の山〉ほとんどの山の山

麓にはトイレがあり、山上の汚染 ま目立たな

tヽ 。

C毛山地〉雨竜沼を除いて登山者数は多く

ない。雨竜沼の登山口では “環境美化協力金
"なるものを徴収しているが、大きなトラブ

,以まないようだ。

く北見山地〉天塩岳登山に対する朝日町の理

解度は並大抵ではなく、登山口に山刀渥 2軒 、

山上に避難4渥とトイレカ漣 っている。ただ

し、樹林限界を越えた尾根上の構築物は景観

を損ねる場合が多い。

鋼 の山〉狩場山、恵山、駒ヶ岳といった

メジャーな山の登山□付近にはトイレがある

が、その他の山にはない。入山者数が少ない

考

俊
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のでまあいいか。

中 山〉ここもニセコ、羊蹄山といっ

た人気の山口問題少ないが、地幌市近郊の山

にはトイレが少なく、相次いで建設されるデ

ラックスなスポーツ施設とのギャップの大き

さに唖然とさせられる程である。特殊な例外

として、再建された手稲パラダイスヒュッテ

には土壌菌による浄イヒ槽力ヽ l置され、快適な

水洗トイレが使える。これは電気力利用でき

る恵まれた環境を活かした例である。

紅葉も終盤となった9月 20日 ～21日 、北海

道支部今年 3回目の清掃登山が行われました。

武利岳は大雪山群のJ口こ位置し、武華岳 、ニ

セイカウシュペ等と共に北大雪に含まれてい

ます。 8合 目から上部は大雪には珍しい鋭い

岩稜があり、個人的には私の日署からも近く

好きな山の一つです。

参加者は遠くオ廓∽ らヽが一番多く10名 、地

元網走管内から5名 、旭川から1名の総勢16名

(1名 21日 のみ)の参加を得、とりあえずノ、

数的には働 湛 いました。ローカルで初め

ての行事、今まで全て事務局任せで、参加す

るだけで気楽な立場でしたが 、企画・案内・

集約と準備を進めている間は、当日の天気、

参加メ、数等の面 もし、参加者が少ない場合

はミニクリーンハイクと名称変更を考えたも

のでした。

20日 は丸頼布森林公園キャ)'場に集合

バンカロー泊まり。宮崎支部長の薇■ 、自己

紹介の後、増子さん用意の鍋料理で大 tヽに盛

り上がり、必要以上の懇親を深めました

21日 、天気予報は味方してくれませんが、

まずはバンガローを後に武利岳登山口に車で

移動。サブリーダー松本さんの指導により準

備運動後 、若干の注意事項を伝え曇●空t‐下 、

雨がおちないことを含じつつ81寺 }:1発 二f,ヨ

トイレは登山者 (特に女性の)に とっては

身近で切実な問題である。水分補給やり置つ

を我慢して体調を崩すことすらあるのだから。

かつてドライバーがトイレの少なさに泣か

された時代があった力吟は豪華さを競うよう

なトイレが乱立する時代だ。登山者も関係機

関に働きかけていかねばならなしN時だと思う。

自分自身のためばかりでなく、環境保全のた

めにも。

睾  
一

から 6合目辺りは残り僅かな紅葉の尾根筋を

楽しみ、 8合目からは岩を攀じる武利岳のハ

イライト、大雪らしからぬ尾根を抜け、予定

通り 3時間半で頂上着。初めての人、久し振

りの人、よく来る人、皆大喜び。眺望はきか

ない力以外と暖かくまずまずの出来でしょう。

帰路も少ないゴミに目を凝らし 2時間30分 、

無事登山口に到着 。最後に杉林総話リーダー

の総評にて解散 ……のはずでしたが 、帰り道、

何度も車を止めては五十嵐さん扇動 ?先導に

よるキノコ狩りのオマケつき、本当にお疲れ

様でした。

武利岳はいつ来てもゴミが少なくきれいな

山で、清掃登山に似合わない?と ころかも知

れません。血眼ななって集めた清掃活動の結

果は、全部で買いもの袋半分程度、タバコの

吸い殻、スポーツドリンクのキャップ 、キャ

ンディーの包装紙等の小物が多く「ついうっ

かりJからと思いたいものです 。

山登りの楽しみは静けさと、ありのままの

自然に浸る喜びにあると思います。本来の楽

しみを取り戻すために、日頃からゴミを拾う

こと力沼慣となっている皆様ですから、今回

はクリーンな山を楽しむハイキングでいいん

じゃないでしょうか。

ll―

武利岳クリーンハイク報告



武利赫 山に参カロして

ケ 藤  ナ カ 子

私には鰤 である杉林さんの車に使乗させ

ていただき、十岬 1幌を後にする。男性

銘 、女性四名で、にぎやかにおしゃべりし

ているうちに、力餅財,いこい味 に至嗜 。Jヒ

見、網に、常呂、そして地幌からの動 ヾ

歓声をあげ迎えてくれる。暖かい雰囲気にす

ぐ剛1染み、皆さん力せ しい折りに準備して下

さった、山ほどのご馳走をつぎつぎといただ

く。

素敵な山屋さん等の話は楽しい。あっとい

う間に時がたつ。明日の体力のことを考えて、

少し早めにシュラフにもぐる。

五時半に起床して寝鋤調長で外に出ると、

濃霧がたちこめ、森林に囲まれて冷気が動

よく、体がしゃんとする。北見の皆さんが用

意して下さった朝食をご馳走になり、増子さ

んの′とヽを込めてにぎって下さった、おにぎり

をいただいて、いこいの森を出発する。登山

口近くの神様の水をご馳走になり、元気いっ

|ま でヽ登り始める。紅葉の真っただ中をひた

すら登ることに専念する。体力のない私は限

界まで頑張らないように気をつけている。

無駄な努力をして怪我でもしたらかえって、

皆さんに迷惑を力ヽすてしまう。これも師匠に

教えられたことだ。マイベースを崩さないこ

と、体む時間を少なく歩き、体力に余裕を持

つことを思い出しながら登る。

森林帯力切れた所で大体止する。ガスカ切

れて、海のように波だった紅葉が視界に入る。

これからが本格的な登りなる。ハイマツ漕ぎ、

岩場歩きに邪魔になるストックを長屋さんが

持って下さる。風も強いので這って歩く。ガ

スが濃くVLめがきかない頂上に、十二時半に

至」着十る lP Lは今にもi立きださんばかりに

かすんでいた。全員で記念写真を撮る。北見

の方が晴れているとオホーツク海が見え、反

対側には表大雪の山 が々見えると説明がある。

展望出来ないのが本当に残念だ。昼食を取り

寒いので十三時下山につく。七合目近くまで

下ったらガスカ切れて展望力瀾 けて、広がる

紅葉が美しい。ナナカマドの赤い実がダケカ

ンバによく映える。カエデの黄金色のアーチ

をくぐり、黄色い落ち葉に敷き詰められた山

道を歩くなんて、なんと素晴らしいことだろ

う。幸福感でいっぱいになる。毎年変わりな

い姿を見せてくれる大自然だが、それを見る

私の思いは年 変々わっていく。来年もまたこ

の美しさに巡り会うこと力で きるだろうか?

汗を流してここまで登ってきた者だけの喜び

だ。後のことはいい、今力‐番幸せならそれ

でいい。

自分の非力も省みず、世界に連なるHAT
―」に入会させていただき、素敵な山屋さん

たちとも出逢い、世界最高峰登頂の田部丼さ

んに会えてとても幸福です。昨年は月山、会

津駒ヶ岳今年は吾妻山で清掃登山に参加させ

ていただきました。楽しい山仲間と一緒に大

自然を満喫できました,この度の清掃登山は

(1117憲
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苦い皆さんか riを i=tl■ |ま l itヽ て歩くだ

けで した。松本さんにア イス語を教えていた

だいているうちに登山口に着きました。何の

トラブルも無く全員快適な山行を終えること

ができたのも各リータ=のおかげであること

を,采 く惑:]lし て、閉会大をlli lt i ■瀬

市名産のえびす南瓜|こ夫根をおスや|ザのtた

だき、木登り名人の取って下きった

'1茸

もた

くさんいただき、皆様に感謝して´ヽ瀬布に別

れを告げました。

無意根山、11605メ ー ト|し

春遅くまで政雪があ )、 地幌近交Fではもっ

とも雪の多い山である。それだけに、天然林 、

湿原、沼などは美しく、感動的な素晴らしさ

をあたえてくれる。

頂上からの眺めも良く、余市岳 、定山渓天

狗岳、空沼岳、地幌岳をはじめ、遠く羊蹄山、

ニセコ、暑寒の山など 360度眺められる。東

側が急斜面になっていて、6月 下旬から8月 上

旬項まで花の季節でもある。山の中腹は、エ

オ`マツ、トドマツの針葉樹、シナ、イタヤカ

エデ、ダケカンバなどの広葉樹林帯となって

おる。標高1000メ ートル付近を森林限界とし

て、ハイマツ帯となっている。秋ともなれば、

緑の針葉樹、広葉樹の紅葉がとても美しい。

10月 も中旬になると、山頂には初霜が降り

夏山から冬山へと変わる。無意根山は、特に

山スキーには絶好の山で、樹氷が美しく、北

大の無意根尻小屋もあり、四季それぞれに楽

しめる山である。

7月 6日 (日 )。 新緑の美しい豊羽元山へと

車で和幌市営の無意根山荘へと向かう。前日

の雨もあがり良い天気で登山者は50名位グラ

ンド前に集まっていた。HAT―」メンバー

|』名、 ゴミ袋を渡し無意根山荘の管理人の

方に挨拶に行き、本日の日程を話す。

グランドの横を通りぬけると、標識のある

コ山□、笹の葉や、木々の青々とした香りの

中をゆっくりと登る。いろいろな草花に、心

力ヽまずむ。ゴミも少なく柚幌近郊の山とは思

を笏木  イ
~:ト

えなしヽまど静かな山である。

やがて針葉樹林となり、汗ばむ頃 、後を振

り返ると、木 の々間から余市岳が見える。

標高1000メ ートルぐらいから急登になりも

う少しで千尺高地 、ここから平坦な稜線力減

雪をのこしながら山頂へと続いている。

千尺高地からのなだらかな道を下ると、笹

を切り開いた広場に出る。切株があって休憩

所になっている。この休憩煎 までもゴミは少

なく、軍手、タオル、ビニール袋、オニギリ

のアルミが日につくが少量である。

青い空 、白いタケカンバ、ネマガリダケの

緑、所々に残雪があり、無意根山をよりいっ

そう美しく引き立てる。羊蹄山は雲の中で見

えないのが少し残念。

稜線の西側を登って行くと、いよいよやせ

尾恨、急斜面となって、東側斜面の下には無

詢 」,三 、西側斜面の下には、大沼が見え

る。登山道は細くなり、ハイマツやナナカマ

ドの木々の中を注意して登る。シラネアオイ

無意根山清掃登山

-13-



などの花も美しい。

山腹を横切るように進むと、薄別コースと

の分岐点となる。帰路の道をたしかめるよう

け る。

山頂に続く尾根の東側には、札幌岳や空沼

岳 (第 1回HAT― Jの登山会の山)が見え

る。快い風を受けながら、ゆるい登りを南へ

と進む,ケルンの積まれた山頂だった。

登り7キロ、3時間半の行程は、札幌近郊で

は余市岳に次ぐ高さを言今るだけに、魅力的な

山であった。

ゴミ量 5キロ、この中にはビニールのカッ
パの上着が入っていたのでキロ数がふえる。

多数の登山者にも力

"ヽ

わらずゴミの量が少な

いと思った。

ラ×

嚇 山 ′

知床で唯一の山月渥「木下4渥」を預かる

者として復旧再開10周年、改築 5周年という

大事な節目にあたり」渥の歴史を振り返って

みることにした。

幸い手元に「木下弥三吉記念会」発行の小

冊詰「知床日言由 があったので目を通すと、

木下らT‐氏こ沐ノ、の一文があり「木下4渥
誕生_までのいきさつ力滸 しく述べられてい

るのて、慟 警鉛」で語るよりも原文をそのま

ま議.1_でもらす方力漏善と考え採録させてい

「二̀
二
、 t

「木下 彊三吉

lt=1年 まえ、原忠平氏と知床の山々を歩き

し縁にて同氏のすすめで敗戦後の昭和 3年よ

り奥地森林の開発を目指し、ここ岩宇別の清

流に臨み造材事業所を建て、森林の伐採とラ

ウス岳への登山者の便を計り10年を既に経る。

爾来喪多の著名なる学者の宿泊ありて、知床
のさ」を言]せらるるは本事業所の光栄であり、

法 量  武

かつは良き思ひ出でもある。

今、本事業所を閉顕するに当りて、感激ま

ことに深きものあり。されど当所に宿泊せら

れし方々も時にふれ思ひを寄せらるることを

信じ、また本書に記せられし厚意を謝す。

時は秋深くして落葉しきりなり。低徊去る

に忍びざるも是非もなし。

さらt機歎 よ、山々よ。美しき相を永く保

てかし。

ここに知床訪問帳を開ず c  331026」

造林事業を終了して現地を引き上げる前に

書かれたものであろう=格調の高い文章で知

床の山 や々小屋への思tヽ力切 々と語られてい

る。この頃は事業所を別名「岩尾別小屋」と

呼ばれた記録もあり、私も北見山岳会の仲間

とお世話になったものである。

翌昭府&年の夏に初めて「木下小屋」の名

称で紹介されているのでこれも原文のまま採

録する t

「木下小屋」

-  14  -



味 下彊三吉

本事業所の閉鎖にあたりまして皆様より惜

しいからぜひ何ら力つ方法で残すよう、すす

められまして、特に北見首林局の皆様の御厚

ま 木下」渥 として再発足できましたことは

何より嬉しい次第です。今後は登山者のため

の良い4渥として皆様の御期待に添いたいと

思います。34920」

「木下4渥」誕生までの経緯については、

この二文で全く説明を必要としないのだが私

はあえて前文の最後を再採録する。

「・…・Itは秋深くして落葉しきりなり。低

平成ツ邦月29日 (日 )、 「HAT― 」北海道

支部J匈 の旭岳清掃登山会に「大雪山国立

公園パークボランティア (PV)」 も協力参

加するために、前日旭岳の予察に入った。大

剖隊をゆっくり案内することを考えて、休ま

なくて良いベースで、上り 3時間 。下山|

演に間に合わすために多少急いで13時に姿

駅に着いた。このままロープウエーで下

徊去るに忍びぎるも是非もなし。さらば渓流

よ、山々よ、美しき相を永く保てかし・…・・」

知床をこよなく愛し「木下小屋」わ登山者

のためな惜しみなく頒ちあたえてくれた木下

彊三吉氏は翌昭和鵬年1月 8日急死されたので

す。

ここに偉大な故人を偲びご冥福をお祈りし

てあらためて「登山者のため良い小屋」をと

願った氏のご遺志を大切にして、知床の山小

屋「木下小日 わ守っていきたいと思います。

(′ ヨヽ調まいをして)

岡 花  博 文

くっきり絶好の登山日和になる予感めす る。

例年 、 6月 最後の日曜日は大雪山の山開きで

あるて一司1の登山者に混じって 、6時からH
AT一行70名の「旭岳清掃登山隊Jが 、続々

と乗立し姿慰輿こ集合する。

姿見駅を 6時30分登山開始。PV参加者を

先頭3● ´ヽくリベースで旭岳山頂をめざす。

永年のクリーン大雪運動のお陰もあってゴミ

|ま少なtヽ 。しかし、トイレFunには頭を悩ま

す 。このコースは隠れる場所も難しい。山頂

で記念写真を撮り間宮岳を通過し、お鉢の中

」:分山
「

~風
を避t十て昼食にする

`

HATの行事に参加して
「田部井淳子代表と共に旭岳清掃登山」

れぎ、田部丼代表の講演「エベレストの向こ

うに見えるもの」に十分間に合うと計算通り

であった力ヽ

駅の様子が何かおかしい? 停電でロープ

ウエーカ■ まっているのだ。 1時間待ってい

ても動きそうにない、諦めて徒歩で下山し東

川会場にがすつけたが16時丁度、講演力終わ

りぞくぞく会場からノ、が出てくる。

登山以上に楽しみにしていた講演を聞けな

tヽ とは。̈ ¨

また旭岳温泉に引き返し、宿泊のえぞ松荘

で田部井代表を囲んで夕食会と交流会に合流

,つ 。

さて、翌29日旭岳温泉の朝、旭岳の勇姿が

_  ,「



この間、高IJ植物の花 が々続く、このとこ

ろの好天で開花が例年より1週以上早く、7月

に入ってから滴開になるイワウメも既に盛り。

田部井い の写真を撮りながら軽やかに

動きまわる姿も印象ヽこった。

この後、中岳温泉、裾合平の大雪田を経由

し無事姿見駅に戻り、ロープウエーで旭岳温

泉に下山し解散式を行う。田部井代表の「清

掃登山というのはイメージが良くない、ホウ

キで掃除するのかと思われたりする。これか

らの若い人達に、自然の素晴らしさを見ても

らうついでに、自然の大切さや保護の啓蒙を

しなければ ・̈」とのお話もあった。

山を愛するHAT― J並びに山仲間のみな

さんありがとうございました。大雪山PVの
仲間を代表して連帯の挨拶とお礼を申し上げ

ます。

以下、紙面をお借りして、「大雪山国立公
園パークボランティアの活動について」紹介

させていただきます。

北海道の屋根、大雪山系は特異な動植物燃
系から山岳景観・地質構造に至るまで、北海

道が世界に誇る自然学術遺産である。中高年
の登山や百名山ブームで、道内外から訪れる
ノ●準 増々え続けているが、一方でいない自

然破壊も少なくない。この貴重な自然を守る
ため、「大雪山国立公園」全域の清掃、自然

保護パトロールやネイチャーガイドなどの奉

仕活動を続けているのが、「大雪山国十公園
パークボランティア連絡会」である。発足は

¬成元年、活動も年 活々発になって、今では

全道各地から 100名 を擁するまでになり、年

間活動日も一人平均 6日 間にもなっている。
会としての主な行事は、

5月 :総会で年間活動を決定。
6月 :大雪山には天然記念物の高山 種ヽ

いるが、ウスバキチョゥなど大雪山にし力注
息しない稀少種もいて絶減が危惧されている。
これら力飛び立つ 6月 中旬の密猟防止パトロ

ールから活動を開始 .

7月 :初旬、まだまだ多い残雪を踏みしめ、

遭難防止も兼ねて最高峰の旭岳やトムラウシ

山周辺の登山道・野営地整備 (保護ロープ。

標識ベンキ・清掃)や避難小屋の清掃を行な

う。トムラウシは27郎 日のテント泊。

8月 :初旬、国立公園クリーンデーにおけ

る清掃活動。

9月 :初旬、トムラウシ山・ヒサゴ沼の保

護ロープ撤去と清掃活動。

中旬、登山者力報チけ る 9月 の紅葉

時には、大雪高原温泉「沼巡リコー

スのひぐま監視パトローリL/」 に参加

し、登山者の安全確保に協力。

下旬、旭岳周辺の保護ロープ撤去と

最後の清掃活動。

以上の他、シーズン中やオフに研修会を行

い会員の資質を高めているが、この間、私た

ちの指導をしてくれるの力渫境庁の管理官

(レ ンジャー)である。ネ鞠 |1県と同じ広さ

を持つ、わが国最大の国立公園にたったの 6

人彼らのご苦労も大変なものである。

2,00m級の山並み力続 く大雪山系は、緯

の関係で気象などの厳しさは本州の3,00m

上と言われるが、過去事故もなく安全で楽

い活動を続けさせてもらっている。しかし

会員

―

シ9歳 、あと 5年もすると

も含めて60卸 お割にもなる。継 10

周年を迎えるが、今、記念行事の一環として、

このかけがえのない大雪山の自然を守って行

く、後継者養成のための募集をしなければな

らないと考えている。

(大雪山
'F―

クボラ/‐rィァ事務局長)



アカエゾマツは北海道の木。全道各地の樹

海の主である。ビジターセンターに樹齢 300

年のアカエゾマツの展示物があるが、入館者

はさほど興味を示してくれない。だから年輪

から何を読み取るか、その見方を書きます。

300も年輪を書くわけにもいかないので、

50年毎スケッチしたのが右図であります。

芽が出て50年までは、年輪を数えるのにルー

ペを要します。密集していて茶色で固くしま

っています。左に15mmt下方向に20mmし力J或

長していません。これは、栄養分の少ない土

地か溶岩などの上に生え、周囲に大木があり

光を充分に受けられない過酷な条件にあった

事を示しています。また、卵型に右下方向に

径が長いのは、傾斜地に生えていたと言えま

す。100年から150年に力ヽすては、上と右方向

に急速に伸びて行っています。幼木の時には

年輪巾が 03mであったのに、この期には、

3 1mmと 広くなっているのです。幼本の頃は

大地にしっかりと根を張り、ぐんぐんと伸び

る準備をしていたのです。周囲の樹が倒れて、

日光の当たりが良くなった事も影響している

と思います。人の成長とも似ていますね。20

才半ば迄は、ひたすら勉学して後の人生で大

きく伸びるのに備えていますのと。

実物 澪長の前に無いので、細かい数字を並
′て もビンとこない面もあると思いますが、

,欠 1ま スケッチをよく見て下さい。この構iま径

が lm10cmで樹齢帥0年 。山に有る時は、恐ら

く樹高35mLl■あって森の中でも他を圧する

存在であったかと思います。何時伐採された

力ヽま当時の関係者に聞いても定かでなかった

ので、さらに念入りに年輪を調べて見ました。

申輪は気象の歴史を残しています。

17S2年～85年に「天明の飢働 があり、津

…

 甦 次

直径‖0い
尉蟄

"時

鰈
軽藩で120万人の餓死者が出ました。さらに、

1833年～36年に「天保の剣l的 力泊 打ちをか

けました。各地で鶴 い涎 こり、幕藩体

制の崩壊を促進しました。この状況力準輪に

刻まれていまする。「天明の飢饉」の天候不

順は、この樹の樹齢 117年～20年に力ヽ すての

年輪巾力ヽ mmです 。これに対しこの前後の4年

間は、それ● Ъnm、 8mmと なっています。

「天脚 曲 については、樹齢 168年から

71年に力ヽ すての4年間の年輪巾力鴻mmに対して、

この前後の4年間はそれぞれ、7mm、 8mmと な

っていて、明らかに天候不1贋 (主としてl.―害

で日照不足と低温)で成長が鈍化した年であ

ることが分かります。 この年輪巾の事実と

300年の樹齢とを合わせ考えると、この構

"ヾ旭岳山ろくのビウケナイ沢で伐採されたのは

1965年 (昭40年)と推定出来ることになりま

す 。

年輪は、白い部分が春から夏に力ヽ すて成長

した所で、茶色の部分は夏から秋に力ヽ すての

アカエゾマツの年輪

闘
ス

ーー
月

了カエゾ
゛
て ノヽの方晨Иト

-17-



ものであります。植林した樹は、初めから樹

間を広く取っているので、年輪巾は芯の部分

でも広く同心円状になっています。原始林の

樹は、周囲の様々な影響を受けて成長してい

るので、入林の折りに切株など調べて見ると、

樹の成長の過程が分かって面白いと思います。

ひいては森の役割、森の大切さの理解に役立

ちます。

古来、日本には木の文イ助 あヾります。木を

建築や木目を生かして家具や調度品、さらに

芸術に用いて来ました`その為に失 ,́た森は

植林により再生を計って来た技クい あ`ります。

現在問題となつている地球温暖化の元凶、二

酸イヒ炭素の減少にも樹は積極的な役割を果た

しています。樹を育て森を甦らせるのは、長

い年月と技術を要しますが自然偽隻の原′点に

なるのではないでしょうか ,

林田 正幹さんを偲ぶ会に出席して

増 子  麗 子

発起人のメンバーを見ると、私の様な者が

顔を出していいのだろうか?と思いHAT―
」の事務所に電話を入れると「そんな事気に

せず、これるならぜひいらして下さい」との

言葉を掛けていただいた。

95年のHAT― 」の新年会に参加すべく、

何も分からず初めて東京へ行った私に、親切

にして下さり、また、J騨調案旨蛎党立にご尽

力いただきましたのに、お世話になったまま

のお別れになってしまいましたので、偲ぶ会

(9月 H日 )に出席する事が私がお返し出来

る唯一の事なのかも知れないと思い、出席さ

せて頂く事にしました。出席の返事を出すと、

林田さんの奥様からお電話を頂き、ぜひ泊っ

て下さいとの事、奥様には初めてお会いする

し…… てチョットずうずうしいかな、などと

躊躇していると、再びお電話を下さった。こ

れも林田さんが導いて下さった何かの縁なの

かも知れないと思い泊めて頂く事にした。新

しい大きな家の窓からは、お天気が良いと富

士山が見えるそうです。 (あいにくこの日は

見えませんでした)

ご長男が障害を持っておられるとの事で福

祉の方にも力を入れられているお話をう力
"ヾい、うなづけました。ノ、を思いやりいつもニ

コニコと優しい方でした。また、次男の正義

さんの奥様は旭川の方とお聞きL´ 親しみを感

じました。IIIさんが笑った横顔か■田さえ

によく似ています ●イニ:｀ L― り
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林田 清子様からの手紙

寒中御見舞申し上げます。

北海道支部からの “しれとこすみれ'の創同

号を、お送り下さりまして、有難うございま

す。そして、主人の追悼文まで載せて戴きま

して、誠にうれしく思います。早速主人の仏

前に供えさせて戴きました。

主人は、会社を退職後は「山、人生で、一

生を終えられたら、どんなに幸せかしれない。

そのようにして行きたいから理解してほしい。」

とよく言っておりました。

ヒマラヤも=同目の挑戦でしたし、無事に

元気で帰国するものとばかり信じておりまし

たのに、とても残念でたまりません。

私も、カトマンズからタンボジェ迄ヘリコプ

ターで行き、最後のお別れをして参りました。

ヒマラヤ連峰は想像を絶するもので、その時、

山の魅力、そして、山の方々の熱晴らしい人

間性に触れ、主人の気持が、わかった様に思
います。

この自ま、山の関係者の方々には、すっかり

御世話様になり深く感謝しております。

この十五日には、早いもので、百ヶ日を迎え、

東京浅草の法元寺にて法要をする予定です。

私も今のところ健康に恵まれ、元気にしてお

ります。これからは、主人の山の写真の整理

を少しずつでもして行きたいと思つておりま

す。

北海道はどんなにかお寒いのでしょうね。ど

うぞ、御元気で、山の活動をして卜さいませ。

生前、お世話様になりましたことを感謝致し

ております。有難うございました。 かしこ

追記 :この手紙はPFF三蟷瓢会報『しれとこす凌 u倉悧号に、「追悼

林田正幹氏」と題して週卓文を書き、つたない文章と思いながらも哀

悼の意を込めて林田さんの奥様に送らせていただき、その御礼の手紙

です。日付は消印により「国榊 113」 となっていました。支部の一

部の会員には、会●時に紹介しましたが、会報第2号に掲載させてい

ただき皆さんと共に再度哀悼の意表したいと思います。私個人宛の手

紙となっていましたが、内容は北海道支部の皆様宛と思われましたの

で奥様には無断で掲載させてもらいましたが、失礼を哀は り御詫び

申し上げます。  輌涯調D

ヨ膵 薩 義 希 陣 詢 二会 の ご 案 内

北海道支部の新年交流会を、下記の通り行いますのでご案内致します。

出席の方は事務局まで連絡下さい。TEL:OH-737-9558

日 時 :1月 17日 吐 )PM7:00～ 9:00
場 所 :「つる」柚幌市中央区南 1条西5丁目日住金ビルBl

電話011-231-8357
会 費 :3,000円
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後 言
◆『しれとこすみオ劃 第二号をお届けします。原稿及び写真をお寄せいただいた皆様
に深く感謝いたします。梅沢俊氏には、特別に寄稿『山のトイレ考』をよせていただ
き、貴重な報告と提言本当に有り難うございました。大雪ボラ連の岡花氏をはじめ皆
様のご協力により昨年にも増して盛り沢山な会報になり喜んでいます。
◆『百名山早登り競争』昨年あるスポーツメーカーの宣伝のために、百名山早登りが
実施された。マスコミも折りからの百名山ブームにのって取り上げ、宣伝効果の思惑
はスバリ的中した。これにより百名山はコマーシャルに利用できること力泣証てれた。
かくして、早登り競争は始まる、今年ニュージィランドの山岳登山家 2人によって、
78日間に塗り変えられた。その後すぐに栃木の47才の男性によって76日間にまたもや
短縮された。一方、おそ登りでは函館のイ■校の先生 (38わ が、27年目にして達成
しその記録を4冊子にしたと朝日新聞が12月 8日 朝悧で報じている。年平均四座近く
登らないと間に合わない計算になる。人によってl認7年間でも、早登りと言えるかも
しれない。はたして、深田久強 まこの競争をどう見ているだろうか。
◆『森はよみがえる』 (石城謙吉著。中公新書04年刊)を最近読んだ。著者は前北大
苫J煽 習林長で軒 ]ま動物生態学。近代日本とりわけ北海道の森林の変遷を知るこ

とが出来、自然環境を考える上で参考になった。エゾシカ増加に従い駆除する話が出
ている。道内総生諏 力顕、プラスマイナス4万頭と言われる。針葉樹の森林が拡大
し、エゾシカがこの針葉樹林のなかで雪の少ない冬を過ごせること力弩カロの一因とも
言われる。戦後林野庁は い種彗麹U鯵趙 、天然広葉樹林から歩留まりのいい針葉樹
の森へと次 換々わリエゾシカは増えて行った。森は換えられ、エゾシカは殺我される、
これらすべて畑間のなすわざなり。
◆『HAT―」って何 ?』 とよくFIMシtる 。山のゴミ拾いだけの団体ですか?会員の

方でもはっきり分からない人も分かっている人も是非お読み下さい。 “HAT―」
NEWS"10月 20日号、エトモンド・ヒラリー卿め済校生に送ったメッセージと江本
嘉伸氏によるインタビューの文章です。「∠期麟己人間は全ての生き物の中で、最大の

破壊者である」と言いきる。だから何をしなければならないかをヒラリー卿は力説し、
この言葉の中に我 H々AT― 」の目指す方向を告げている。

HAT―」北海道支部だより 第2号

日

所

行

行

発

発

1997年 12月 20日
札幌市北区J郎 7条面 丁目1-32

T001 花島書店内

TEL & FAX

発行責任者

編集責任者

HAT一 JJヒ海道支部

011-737-9558

宮崎 初恵

花島 徳夫  増子 麗子
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